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9. 協議用資料作成 

関係機関協議用資料の作成を行った。 

 

9.1  関係機関協議実施状況 

表 9-1 に関係機関協議の実施状況を示す。 

 

表 9-1 関係機関協議の実施状況 

No. 協議実施日 協議概要 主な協議先 資料の内容 

1 2019年5月31日  発生土に関する関

係者間調整 

NEXCO中日本 

NEXCO東日本 

・運行台数実績管理方法 

（発生土聞き取り帳票） 

2 2019年6月20日  和光北ICオンランプ

改良計画に関する

協議 

NEXCO東日本 ・松ノ木島交差点の交通状

況を踏まえた和光仮置場

出口の工事車両合流可能

性の検討 
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9.2  協議用資料作成 

外環工事の関係事業者ならびに工事の施工担当業者（JV）との協議に用いるため、

以下に示す資料を作成した。 

 

9.2.1 発生土に関する関係者間調整 

発生土に関する関係者間調整に向けて、運行台数実績管理方法の検討についての

協議用資料を作成した。 

 

(1) 経緯 

外環工事においては、環境影響評価書（以下、「環境アセス」という）において、

工事車両運行台数に関する基準値（以下、「環境アセス基準値」という）が定めら

れており、工事の施工期間中においては、工事車両の運行台数の合計が、環境アセ

ス基準値を超過することがないようにする必要がある。このため、環境アセス基準

値を遵守できるように日々の工事車両の運行台数を管理していく必要がある。 

そこで、今後の工事進捗（シールド掘進の本格稼働等）に伴い増加が見込まれる

将来の工事車両の運行台数の見通しを踏まえて、運行計画作成段階から工事車両の

運行台数の管理を行っていく方針が示された。具体的な管理・運用方法としては、

定期的に事業者からの報告を受けて、それをとりまとめて管理をしていくことを前

提として、工事車両運行計画に関するヒアリング帳票として、「工事車両運行台数

管理表（案）」を作成し、その運用について関係者間で調整を諮ることとなった。 

 

(2) 協議用資料作成 

環境アセスに対応した工事車両運行台数管理表（案）の作成にあたっては下記に

示す要件を満たすように検討を行い、検討結果を協議用資料としてとりまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪工事車両運行台数管理表の要件≫ 

・発生土運搬計画ヒアリング票案に準じて、JV ごとに月別の代表値を把握

することを前提とする。 

・日あたり最大値及びピーク 1 時間あたり最大値を把握することを目的と

する。 

・工事車両の運行台数の計画は、「シールド発生土運搬ダンプ」と、それ以

外の「資機材運搬車両」（セグメントトレーラ、ローリー車、ミキサー車

等）とを区分して計上する。 

・工事車両の運行台数を、環境アセスにおける時間区分に沿って昼夜別に把

握できること。 

・運行実績管理用の帳票としても活用可能とすることを目的に、計画値記入

欄と実績値記入欄を設ける。 
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図 9-1 協議用資料（工事車両運行台数管理表（案）） 
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9.2.2 和光北 ICオンランプ改良計画に関する協議 

和光北 IC オンランプ改良計画に関する協議に向けて、松ノ木島交差点の交通状

況を踏まえた和光仮置場出口における工事車両の合流可能性の検討についての協議

用資料を作成した。 

 

(1) 経緯 

大泉 JCT シールド工事期間中は、和光仮置場から外環道を利用してシールド発生

土の搬出（二次運搬）が行われる。シールド発生土搬出車両（ダンプ）は、高架下

から外環道（外回り）和光北 IC オンランプへ流入することとなるが、現状の道路構

造では、必要な搬出台数を流入させることができないことが想定される。そこで、

搬出可能台数増加に向けた方策として、和光北 IC オンランプの改良が計画され、和

光北 IC オンランプ改良計画に関する協議を実施することとなった。 

 

(2) 協議用資料作成 

協議に向けて、松ノ木島交差点の交通状況を踏まえた和光仮置場出口における工

事車両の合流可能性について検討を行った。検討にあたり、以下の 2 点について整

理を行い、協議用資料としてとりまとめた。 

・路面標示改良後の高速利用車両の判別可否について 

・工事車両が流入できる車両間隔の発生確率について 
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図 9-2 協議用資料（路面標示改良後の高速利用車両の判別可否について） 
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図 9-3 協議用資料（工事車両が流入できる車両間隔の発生確率について(1/2)） 
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図 9-4 協議用資料（工事車両が流入できる車両間隔の発生確率について(2/2)） 

 

 

 


